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まずプ リンス トン大学のリチャー ド・オカダ氏は、「文化は常に同時に戦
争なり」 というWヒrncrHamacherの 論文より取った言葉を題名に、在日韓
国人を主題として2000年 に直木賞 を受賞 した金城一紀KaneshiroKazukiの
小説 『GO』 を、監督YukisadaIsaoに よるその映画版(2001)と 比較する
ことで 議論をすすめた。小説では主人公、杉原の父親が国籍を朝鮮民主主
義人民共和国から 大韓民国に変更 しようとする逸話 を冒頭におき、「総連」
や 「民団」に関する説明も盛っている。だがそれらは映画では省略 される。
辻堂海岸(と 映画では特定 されない)に 息子を連れ出した父親は、海を見や




が悟 る場面で、杉原は 「いつか俺が国境線を消 してやるよ」と発言する。こ
うした主人公の態度は、民族学校では 「開校以来のバカ」 「民族反逆者」の








の 「行 きましょう」 も、その目的地は判然としない。論者に従えば、映画版
は、俳優の選択や原作の地域性などを中立化することなどで、国際的な商機
を探 るとともに、政治的な含みを除外することでグローバルな普及に適した








































である。 発表者は、作品に描かれた主人公(韓 国朝鮮人)の 欲望は終局的
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